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� 天保 6 年（1835）　高松松平家歴史資料　香川県立ミュージアム保管

　高松藩が歴史編さん事業に取り組む史局「考
こう

信
しん

閣
かく

」が完成したことを祝って詠ん
だ、九代藩主松平頼

より

恕
ひろ

の自筆書。
　一見すると漢詩のように見えるが、ひらがなやカタカナの始原となる万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

を
用いた ５・７・５・７・７ の３１文字からなる和歌で、「新室の　つなねのもころ　いや
日ごと　にわ子もわけも　しまりたれこそ」と記されている。新室（新しい建物）、
すなわち「考信閣」の柱を結びつける綱のように、主従関係もしっかりと締まって
いることを表している。
　水戸藩によって編さんされた『大日本史』は、日本史の教科書等で取り上げられ
知られているが、その続編となる「歴朝要紀」の編さんを、高松藩が行ったことを
知る人は少ないだろう。その編さん事業にあたったのが「考信閣」である。
　天保 3 年に事業が始まり、同 5 年に「歴朝要紀」の朝廷への献上が打診される。
しかし、朝廷より内容について意見があったため、編集方針が変更されることとな
った。これを機に事業の拡大が図られ、「考信閣」が設置されたのである。
　頼恕は「歴朝要紀」の編さんを指示するとともに、自ら編さんにも関わっていた。
本作品は、頼恕の事業に対する思いが込められているとみることができる。

常設展「学ぶ高松藩」にて 6 月 1 日（土）～ 7 月15日（月・祝）まで展示。

� 香川県立ミュージアム　主任専門学芸員　御厨義道

紫雲出山（アジサイ）（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

●動きだしたまちづくりについて
� 坂出市長　有　福　哲　二

●�【関⻄・中国・四国統合版】�
DBJ・JTBFアジア・欧⽶豪訪⽇外国⼈旅⾏者の意向調査2023年度版�
～持続可能な地域への発展に向けた広域周遊観光の推進～

� 　株式会社日本政策投資銀行　四国支店
� 副調査役　藤　岡　亜希子
〈地域レポート〉

令和 6 年地価公示の結果について
� 公益社団法人香川県不動産鑑定士協会

� 　会長　鈴　木　祐　司



CONTENTS

表２（左開き） 表３（左開き）

2024／ 6  No．447 百十四経済研究所

視点

寄稿

経営情報

地域レポート

海外レポート

My Health

最近の内外経済

香川の経済

❶ 動きだしたまちづくりについて
坂出市長　有　福　哲　二

❷  【関⻄・中国・四国統合版】 
DBJ・JTBF アジア・欧⽶豪訪⽇外国⼈旅⾏者の意向調査2023年度版 
～持続可能な地域への発展に向けた広域周遊観光の推進～

株式会社⽇本政策投資銀⾏　四国支店
副調査役　藤　岡　亜希子

❽  地方におけるアトツギベンチャーの可能性
中小企業診断士　福　井　健太郎

� 催し物のお知らせ

�  令和 6 年地価公示の結果について
公益社団法⼈香川県不動産鑑定士協会

会長　鈴　木　祐　司

�  ベトナム⼈技能実習生の推移と今後について
HYAKUJUSHI BUSINESS CONSULTING VIETNAM COMPANY LIMITED

GENERAL DIRECTOR　南　側　和　明

� 体の成り立ち
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

� 景気は、このところ足踏みもみられるが、緩やかに回復し
ている

� 景気は、持ち直している

� 経済指標

� 経済⽇誌

� 雑感

「調査月報」読者アンケートにご協力をお願いいたします
　日頃より「調査月報」をご購読いただき、誠にありがとうございます。この度、「調査月報」
誌面の充実によるより良い情報提供、地域経済への貢献等を目的として、読者アンケートを実
施いたします。
　つきましては、ご多忙中誠に恐れ入りますが、下記の URL または QR コードからアクセスし、
アンケートにお答えいただき、忌憚のないご意見・ご要望をお聞かせいただければ幸いです。
　なお、お答えいただきました回答は統計的に処理され、誌面充実のために当研究所のみで使
用し、その他の目的に使用することはございません。
　ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

《アンケート内容についてのお問い合わせ先》
　一般財団法人 百十四経済研究所（担当）羽原（はばら）
　連絡先：０８７–８３６–２４９２

パソコンから回答の場合
https://questant.jp/q/２０２４chousa

スマートフォンから回答の場合


